
、

金
滞
古
蹴
志
巻
廿
一

加
州
之
内
宮
川
彦
助
跡
、
参
拾
石
之
所
令
=
扶
持
-
了
。
金
可
v
令
a
知
行
-

者
也
。
の
如
v
件。

慶
長
十
三
月
十
一
日

長

中j

手U

穴

生

源

三

郎

穴
生
源
介
跡
領
知
、
五
十
石
之
所
令
=
扶
持
-
了
。
金
可
=
知
行
-
之
紙
如
v

件。

元

和

二

年

十

二

月

十

六

日

利

光

判

腿
長
十
年
の
利
長
卿
越
中
富
山
養
老
附
士
幌
民
、
組
外
衆
の
中
に
穴

生
又
助
と
一
再
ふ
人
見
ゆ
。
叉
寛
永
四
年
の
士
般
に
、
穴
生
三
百
石
清

兵
衛
・
百
石
久
左
衛
門
・
七
拾
石
杢
兵
衛
・
五
拾
石
源
兵
街
・
五
拾
石
清

右
衛
門
・
四
拾
石
三
右
衛
門
、
人
数
六
人
、
知
行
高
六
百
拾
石
。
と
あ
り

て
、
御
歩
母
衣
衆
の
次
に
載
せ
た
り
。
三
百
石
左
ど
の
大
織
を
賜
ふ

と
い
へ
ど
も
、
皆
苗
字
な
き
は
、
職
工
怠
る
ゆ
ゑ
怠
ら
ん
か
。
享
保

十
一
年
八
月
十
日
御
大
工
・
穴
生
・
御
扶
持
人
石
切
・
川
除
見
聞
り
入
、

右
之
人
々
頭
・
支
配
人
よ
り
願
に
付
.
向
後
帯
刀
之
儀
、
被
昌
仰
出
吋
と

年
踏
に
見
ゆ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
以
前
は
、
穴
生
頭
と
い
へ
ど
も
‘
無

万
に
て
居
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
穴
生
は
金
津
町
奉
行
の

支
配
に
て
.
享
保
九
年
の
士
授
に
も
‘
諸
御
用
聞
町
奉
行
支
配
人
と

ニ
四

て
記
載
せ
し
中
に
、
穴
生
七
十
石
臭
源
右
衛
門
・
穴
生
後
藤
杢
兵
衛

と
あ
り
。
此
の
雨
入
は
此
の
頃
の
穴
生
頭
取
也
と
い
へ
り
。
ま
た
天

明
三
年
に
記
載
せ
し
飛
鳥
川
紀
に
、
穴
生
御
徒
七
十
石
臭
源
右
衛

門
・
五
十
依
後
藤
周
助
・
三
十
五
俵
後
藤
元
右
衛
門
・
三
十
五
俵
正
木

吉
左
衛
門
と
あ
り
。
後
藤
彦
三
郎
の
金
城
深
秘
録
に
、
元
和
の
末
・
寛

永
の
初
頃
の
三
州
緒
士
俸
線
分
限
艇
に
。

御
小
持
組
三
百
石

組

外

組

外

江
州
坂
本
穴
生
村
産

江
州
坂
本
穴
生
村
産

本
園
同
断

本
園
同
断

百

石

同

五
十
石

五
十
石

四
十
石

七
十
石
播
州
之
産

江
州
坂
本
穴
生
村
産

本
国
同
断

同同同
断

同
断

御
切
米

同

..， 

-
曹
司
ト
し
し
川
川
い
。
作
川
固
い
十
円
以
に
じ
・
，
十
一
r
e
l
-
け
い
九
山
山
山
川
口
川
川
川
川
川
山
川
川
口
い
い
い
川
川
出

m
M
m
i
l
i
v
-
-、

御
扶
持
人
石
切
之
底
.
穴
生
に
被
a
仰
付
-
人
々林

市

左

衛

門

正
木
叢
左
衛
門

右
人
々
の
内
、
戸
波
清
兵
衛
は
病
死
後
、
嗣
子
駿
河
跡
目
不
v
被
v
命、

江
戸
表
に
所
総
有
v
之
罷
越
し
、
藤
田
三
右
衛
門
は
奉
v
願
江
戸
へ
蹄

る
。
後
藤
杢
兵
衛
は
初
名
を
彦
八
と
云
ひ
.
利
家
卿
被
=
召
抱
-
御
母
衣

役
相
勤
め
、
後
篠
原
出
mm
守
へ
被
街
、
元
和
八
年
被
右
翼
夫
れ
よ

り
代
々
穴
生
役
相
勤
む
。
矢
倉
彦
兵
衛
は
被
a
召
抱
一
暫
相
勤
め
.
御

眼
相
願
罷
蹄
る
。
後
藤
勘
左
街
門
は
永
五
郎
元
組
、
後
藤
杢
兵
衛
は

彦
三
郎
元
祖
也
。
杢
兵
衛
は
‘
播
州
三
木
の
城
主
別
所
小
太
郎
の
家

老
後
藤
勝
監
二
男
也
と
云
ふ
。

。
古
江
伊
左
衛
門
よ
地
町

元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
古
江
伊
左
衛
門
上
ザ
地
町
を
穴

町
と
云
ふ
と
あ
り
。
さ
れ
ば
今
云
ふ
穴
町
の
地
な
る
事
い
ち
じ
る

し
。
按
宇
る
に
‘
此
の
地
越
に
穴
生
の
者
居
住
せ
し
は
、
共
の
以
前

左
ら
ん
か
。

O
古
江
伊
左
衛
門
侮

加
陽
諸
士
系
譜
に
、
古
江
氏
元
組
古
江
治
左
衛
門
、
瑞
龍
公
按
-
召

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
一

戸
波
清
兵
衛

杉
野
久
左
衛
門

杉
野
清
右
衛
門

穴

生

源

介

悠
回
=
一
右
衛
門

後
藤
杢
兵
衛

小
川
長
右
衛
門

杉
野
茂
兵
衛

穴

生

又

助

矢
倉
彦
兵
衛

杉
野
僻
右
衛
門

後
藤
勘
左
衛
門

抱
一
加
恩
共
四
百
石
賜
v
之
、
足
騒
頭
相
勤
。
ニ
代
治
左
衛
門
、
初
名

伊
左
衛
門
、
父
遺
知
拝
領
相
続
。
三
代
勘
七
郎
。
四
代
左
兵
衛
.
初
名

建
太
郎
と
云
ふ
。
五
代
要
人
、
貨
は
笹
川
清
左
衛
門
二
男
也
。
六
代

失
右
衛
門
、
・
初
め
大
小
終
組
、
後
馬
廻
組
.
天
明
五
年
十
一
月
七
日

有
v
故
流
刑
。
共
子
八
十
太
郎
幼
少
に
付
、
及
=
十
五
歳
-
逮
嶋
可
敬
v
命

慮
、
寛
政
四
年
一
類
共
依
v
願
出
家
間
届
被
邑
仰
出
吋
と
あ
り
て
‘
子
孫

断
絶
せ
り
。
按
宇
る
に
‘
古
江
氏
は
‘
慶
長
十
年
の
富
山
養
老
附
士

岐
に
‘
歩
衆
之
内
百
石
古
江
三
郎
左
衛
門
と
見
b
、
寛
永
四
年
の
士

艇
に
、
御
傍
衆
之
内
に
百
石
古
江
五
左
衛
門
と
あ
り
。
此
の
雨
入
は

同
姓
別
家
・
な
ら
ん
か
。
寛
永
十
九
年
の
小
松
養
老
附
士
幌
に
、
四
百

石
古
江
治
左
衛
門
・
百
二
拾
石
古
江
猪
右
衛
門
と
あ
り
。
此
の
猪
右

衛
門
は
五
左
衛
門
の
家
に
て
、
伊
左
衛
門
と
は
別
人
た
る
ぺ
し
。

O
馬
場
高
岡
町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
‘
穴
町
の
次
に
犀
川
馬
場
馬
来

拝
領
地
高
岡
町
と
あ
り
。
今
此
の
町
名
絶
え
て
知
る
人
な
し
と
い
へ

り
。
按
宇
る
に
、
此
の
高
岡
町
も
‘
薮
内
な
る
高
岡
町
と
同
じ
く
‘

利
長
卿
越
中
高
岡
在
披
の
時
奉
仕
せ
し
人
々
の
邸
地
な
る
べ
し
。
有

海
武
貞
の
金
滞
細
見
回
譜
に
、
慶
長
十
年
・
同
十
六
年
雨
度
に
、
越
中

二
五




